
ＭＨＣクラスと抗 原 認 識 の違 い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＭＨＣは細 胞 膜 にある表 面 抗 原 である。体 細 胞 ではＭＨＣⅠクラスが発 現 し、樹 状

細 胞 やマクロファージ、Ｂ細 胞 にはＭＨＣⅡクラスが発 現 する。ＭＨＣクラスは細 胞 に

ある自 己 標 識 であり、他 人 の細 胞 とは同 じＭＨＣクラスであっても明 確 に区 別 される。

また細 胞 膜 上 には細 胞 の成 熟 レベルによって異 なる糖 鎖 抗 原 が出 現 する。これを

分 類 したのがＣＤ分 類 である。同 じＴリンパ球 でもヘルパーＴ細 胞 にはＣＤ４が発 現 し、

細 胞 障 害 性 Ｔリンパ球 （Ｋ細 胞 ）ではＣＤ８が発 現 している。 

 

抗 原 認 識 とは 

抗 原 認 識 は抗 原 提 示 細 胞 のＭＨＣⅡと抗 原 をヘルパーＴ細 胞 （ＣＤ４）のＴ細 胞 受

容 体 （ＴＣＲ）で認 識 されるが、その他 に補 助 スイッチ（Ｂ７とＣＤ２８）が必 要 である。Ｃ

Ｄ４はＭＨＣⅡとの結 合 を強 める働 きを持 つ。  

 

自 己 と非 自 己 の区 別 は 

体 細 胞 にはＭＨＣⅠクラスが発 現 しているので、ＣＤ４Ｔ細 胞 とは結 合 することができ

ない。またＭＨＣⅡクラスの細 胞 とＣＤ８Ｔ細 胞 は結 合 することができない。ＭＨＣⅠク

ラスと結 合 できるのは細 胞 障 害 性 Ｔリンパ球 と呼 ばれるＣＤ８Ｔ細 胞 である。ＣＤ８Ｔ細

胞 は正 常 に発 現 するＭＨＣⅠと抗 原 を同 時 に認 識 するが、ＭＨＣⅠの発 現 が弱 い

場 合 や無 い場 合 には抗 原 があっても認 識 することができない。正 常 なＭＨＣⅠと正

常 なペプチド分 子 がある場 合 は体 細 胞 からシグナルがＣＤ８Ｔ細 胞 に伝 わり攻 撃 が

回 避 される。しかし、ＭＨＣⅠが正 常 でも、癌 細 胞 抗 原 やウイルス抗 原 がＭＨＣ上 に

あると非 自 己 と見 なして攻 撃 する。  


